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討議中国の新体制は何を意味するか
中国の新怒i去と新体制の本質Iは どう王室解したらいいのだ

ろうか。 はたして周恩来体制の確立とみていいのだろうか。

いせ’ん謎に包まれた中国の政局内部に 専門家3氏は鋭い

分析告加えていく。

ひとつの ．セレモニー’

ゑ原 いまの十1l｛長 名.I.命！：i.，；処でして…・・・。 欠·｝みさんむいわ

れたように日本での一般的な刈＇－！1lliは :JU約：＼.IWIK:の勝手IJ

文；y.:i1K:の敗北という図式でlfll.リ_I·.げられているから まず

全人代の.：'Fidliをめく’って ふ行を以IJiJさせていただきます。

会jJil人民代災大会のさわだつての特徴は え；市防総を！Ji!

米がやらなくちゃいけな いということになったことです。

したがって Ji-<:,:·:iHrtJJ機IRJである会いii人民代ぷ大会の-1>=>1と

あるべさぬfi�が 斤しく災火して ;r;;,:(1リにいえば党のj也hi：を

1�1：；止する付足l'.Uにゐ：リーI；カtったといえる。

火；化If＜命を会1(1j(1（）にj'j '.!Lし あゐぷHぷでは文化市命の応

大成化石されたのがrfotr.H�である。 そして その よ うな＇.•J!.i）�

かうよL\てきた人・j·；というのは ややもすれば文•＇1＇•：路線から

迎j悦する·11一Jfj�·J'I:の多い人・J�になっておる。 ここに 滋法制
下iiあるいはなik/J；〔旦llと そこに：ll.fJlレた人・j·；とのあいだに

�l''i；＼·に大きなJ陥I� 矛j行がさわだって感じられる。 むし’·�

1万派が／l�ったとする．ならば はたして今後l批文.., •• ：化的な）j

jl1Jにいくことを，；1＇さnるのかどうか そこで｜ウj-（こj/ii�M比

定によって締めつけ 1.:::t悦がなされている。 これが）lJJ.iJ：：.ーを

読んでおーに感じたことです。

その主A；に どのようなilii'.f＼.を•／'fJ；’tとして人l込代込；大会が

もたれたのか。 とくにif（立l：：ら．のl立 人i込代1ム

の発J毛守勿を終わつたf妥に 人l己u封iの悩!.JS’R点がと．こにお

かれているのか。 こう いう 3つのな かでl収り卜．げて はじ

めて」·��十IIカ＼；！コカ、るとa也lい＝主9－。

人民代K.大会までのプロセスですが ある.i}:I氷では批林

；比イLl.10のが-t.t初「した。 それは いろいろなffJ).iJ:'.からわかる
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t；�合研究所rl’rF.I部長
桑原誇ニ

見〈京外国活大学助教授
中島嶺雄

東京工業大q：教佼

矢島鈎次
発音順

と.. ＼！.＇.うが その批林ttt1l.i1出りJの挫折は いったい何を泣i沫

するかというと 文市iJK:の発言力とプレステージの｛広務を

. :'Q'.I比する。 それと・凶i災に 資ilf.Wf.J!I廷において相対的な成米

をおさめた。 成栄をおEさめたゆえんは 毛沢京革命忠危！に

i似したからおさめることができたんだというふうにつない

でいますが なんといっても そこで災務派の発言力が相

対的にfillぴた。 そのような7刊誌において�ll!iな 矛Ji'.j・した

形になってあらわれた。 こうみるわけです。

その土砂介に これは101 jに出た�°＂；26J·J·文献ですが そこ

でも川以は 文化市命をすでに8年ゃった すでに安定化

をボめているときである。 だから 会以はl·Jl�：,lfしようじゃ

ないか それで人民代ぷ大会は 川j丘にl:f-Jかれる こうい

う こと公述べている。 ここが�，，’i；＼·に微妙だ。 ”すでに安定

すべさII与JUJにきた” この ”すでに” をどういうふうに解釈

するか。 m林4it-fLlliil; Iま1.＆：－米：をおさめていちおうJl参った

あるいはここて’illWtllを切り抜けてきたからこの土必合団結

するのか。 あるいは先ほと十欠·J：.＇；，さんがいわれたように 園

内の杭怖のilL'iし あるいはいろいろな派閥対立 そういっ

たことから この場・イトはひと息入れるときではないかとい

う立川、を Mすでに” は含んでいるのか。

キ，＇i}.. j今11�の人民代炎大会は 1 （）$「・のil-l月しを切り抜けてこ

ぎつけたというずロセス としてのひとつのセレモニーでな

かったか こういうふうに，思います。

それに対して 十全以後の品J』j操作ですが 毛沢米革命

路似を絶刈（i(Jに守ら 必ければいけない。 たとえば 自治，1J也

な どというのも 必、民なる�＇ilカ'fl.l:であるというふうにらため

ている。 そのつぎは 今回の全国人民代表大会の祉大なる

な持は 従;f�判事，，を巡訟によって法w化したことにおいて
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Juむなl沫があるんだ 文1'1'•：・－路線はあくまでもこれを限J午す

るんだ もし文－＇'t'l.路線にそれるようなことがあったら ホ

主11はしないというJ命ぷH込｛乍をE正似）（1＇�にやっておる。 それが

もしも円/j.：で巧えている これから小IJ<Iは続消ill.i止を＂＇心

とした抱負.ll路線になるとしたら ここからJlj.ぴ え；，.，.. ：以後

の綿糸 いわゆる路線か政策かをめく’つてのJ命�fl·がf-lli!iす

る。 すでに人民［I�誌のJ命訓操作によってそれがfl:i<iしてい

るというふうに夜、には，山、えるのです

もはや引き返せない

中島 足立、は：�はちょうど会人代のころに小flilにいて 川っ

てさたばかりですが その印象が強いものですから そん

な印象を含めてお祈ししたい。

ご指摘のように 今wlの会人代は＂＇凶の政治以：にとって

非’ii＼＇に｝f（必なJif[l!.il.'!1：になると思うんですが ｜‘卵‘干にHlJ凶が

あとに絞ってしまった大会だったという！必じです。 If�の上

では 今Mの会人代をi凶し：必il�をj泊して 党のーヲl二i,rdr)Jと

いうものがif.立li({J()Iこ1'l'かれることになった。 とくに十本J厄y�

変の教訓をかびまして JI(に付する党の文配というHlJW(J:

立派的にこの1:r山iを人・·1·�u1iでもAザえ それ出11111交1f1iでも巧・

えていた。 そういうな味で たぐいまれなる一党独Jilt（本Hiil

ができた。

いま お2人の先生こ．指摘になったように 会fJil人以代

災大会は すでにrf’民lの秋山怖力機l測ではなくて 党の政

治統的のなかのー怖力機関になった。 したがって 中央人

ru改府としての国必院も 党のそういう指·i.t:;.下lこおける行

政機｜対になった。 この点がひとつです。

一方 今度の新しい国家の体制をみますと 私はそこに
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矢島鈎次氏 桑原詩ニ氏

は尖イ»iJ長官僚というものの台叫がみられるのではないかと

いう%がする。 泣外に災務派冶・僚の股がl写し3。 これはまさ

』こ一元化といいながら ひとつの大きな矛盾だと思います。

このう利行を中国がどう処羽：していくか われわれがどうみ

るかというところに いちばん大きなポイントがあるので

はないか。

しかも巡法の問削ですが 私はどうも日本で滋法を.ill枕

しすぎるのではないか。 これまで中凶は 一度として滋法

というものをそれほど:!TH比してきたことはない． 一位の政

治的マニフェストとして交けとめるべきであって その限

りでは火山気よ.＇.：tのおっしゃった,1.11:1こ11成です。 ですから必

ずしむiぷ法を改正せずとも これをIf�似化することはでき

る。 しかもIf�の上では党の一元化指潟f,}:;1111が1・Iかれたとい

うことは そのj!Jl·j·,'r,指持者である党主！必 ずなわち毛7/fJU

がすべてにおいて統帥怖を出る。 そうしますとやがて毛沢

東死後 だれが統帥怖を握る党主仰になるかという たい

へんな弓ヲEと問削を践していると思います． 中国において

は この問題はなお解決できなかったし 一方ジエロント

クラシ一 日齢者 老人支配体HJIJについても 今回問也は

決必できなかったんだとみています。

私はそういう状況のなかで どうも文部派の勝利 ある

いは尖務派の勝利というふうに断定することはできにくい

ような公がする。 というのは 一方で批林批干凶色白J以来叫

ばれておる反消Jijk つまりiii�れにさからうことこそがマル

クス ・ レーニン主義の／J；〔別である 敢然とB11ifiEにさからわ

なければいけないという十金大会以米 あれほと首吹され

た とくに王供文報告にあった ・反i切断cということばは

今回 新聞広報にも 周恩米の政治活動報告にも そして
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リJ�イ民怖の出法改」HH�＇；·にむ 一日もII＼ていない。 これは4J:

？；？に大きなポイントではないか。 弓こに ー｜・全体IJllJと今lnl

の｛本lliilとの人・きな1主いがあって この点ではまさに行tHJJt

干し込0fi)jカ'l:!lHJi·した。iJU本JJt干しi五fi)jというのは とリもなお

さザ＇liii'Jlifit'.i近似Jであったはずで そのi五！Ji!Jの倒H1rのあとに

1 llてきた｛本IJllJだと みざるを引ないような勾がします。

rJ•J.iiJに行ってゾ：：：1：�に！必ずるのですが 災は人民H縦や主l’

JMで！必ずるJJtH-:J Jti'L辺！，！JiJJというものと l j担Jillのわずかの

市イ1：ですが尖！必したJtt林批JしJ止肋とは ものすごくギヤツ

． プがありました。1iljlこ私カ＼，l}j 1::iしたときは ちょうと’文.., •• : 

のi仇JiJJJUIでしたが そういうJf3で批林Ht1'L�1)Jが大.l'R(Iリな

政治jj0i)JIこなっているという色彩はまったくない。マ：jl>/l!ft� 

）；（にもーはも，＇I＼会うことはなかった。 そのかわり 此j止の

1�1\,:firrは あるぷ1川、でスコラf’j.,'(:(1!) Jl'f米主ーぷi;(l(Jになり た

くさん／てンフレットカ＇II；ている。 そHは どうも），Jiti!J0i)J

としてのおじ林批イLillのではなくて あるぷIIふで幹部にmt.江

Eされた 一同のイデオロギー・キャンぺーンになリつつあ

る。つZ主リJrt+1'm；イiLillii巾｝］は 当初j l’＇il芯＇·�と11tr11カ－�守，G：さ41. 

｜’司us，，こiも；1�W:fl11Ji!i:{;.,:;n1wtr

りから公れしてきた。しかし ああいう辺0fi}Ji:lf.本は伐して

おくことが必必なので 紋j丘では仲市｜；なり知1.l他人小心のイ

デオロギー・キャンペーンになってきている。

- )j -.(1,t;t 8 :.1�ぷりの公fじに.JJ;'i；＼·に続いた。 とむかくぷ

IHI�＼として �u,r; lこJ!IJした ある心；11�；、で」｜ゾfo•iじされた。 政，

if1HctJ1の1:1：会と われわれのfi＇.む社会とは会くj.:J1うのだ

という断絶がある。ー舟止に！必じるのは l)l代の小!JIがt次し

ているのは 少しでも山かになり.JJ.::·1；＼·化するJYJ怖であり

そういうiiUJi/.U正JP’，；；＼·に大きいということです。

品川，J このiiUJif,ctこさからえなかったと，目、う。 このi制ililは

ある；必コ1木ではII与代の流れであって 'i iJ_1<Jにおいては 私は

ポイント・オプ・ ノー・リターンだとa忠、います。そうしま

すと え；，＇1＂：派なり イデオローグ そして も川以店、氾lの

インドクトリネーションが 今後ますますiitむとしても

そういう大きなi•:•Jfilit'.にはさからえないのではないか。 まさ

に このi·:vll.れがノトfl_!Jの会人代f),-:rJ)IJを�J：.みII＼したのではない

かという討がします。

毛主席の欠席

矢島 店、l’i身もf1l“�17.のいわれたとおりだと必、う。ひとつ

のJT(弘sなJI：］凶は 形式的であるか尖＇l'((i(jであるかりIJlllJ凶と

して �1.;,y’えの小火t;;H会の二iJ.'11d1' E川！.！£ :.p:・れ�H会の

ISO刊集 中図的滋動

主1.wがも川点 そして党をrJ＇心にして凶家の」ニlこ党をおい

て '•Fil交のすべてをつねに一元化していく。 こういうこと

だと思います。

2つめの1g1凶は やはりI山l先生のご指怖になったように

flt林批イし辺助の挫折の｜日］.l!!Jがあると思うのですが ただt:�J

凶は 文，y.：派とらた務派とのあいだにおいて 中国の経治的

ないしは11.＇］＇・代的いろいろな劣化にi山必するための妥協が成

ぶしたのだ。 ですから いま中Jみさんがいわれたように

タテ出版（党）に対するヨコltlH::\ （官僚）も依然として厚

い問だと思います“11；署＇Nにの弘：：，Ii

リ 文11'.:iJ氏『品斜lでl立椛1汽の発／］.�も望めないようなことが司｜ 主

常に’if（�虫！－な川足f.iである。

そして1:!1: ＇$；ヵ、ら•I吃仁J住 民［じザ：工業へという路線の設定

まで今度はしたのですね。 そういうものにこたえていくた

めにも i/3.i）；はJf�l↑刻じしていますカf そういうようなこと

で文11'•:11�と尖務副長との妥協。 ですから批林批干しのH司組につ

いて 批4しについては妥協した。 批林のHU凶はいわゆる：.p:

郎との妥協がはたしてできたのだろうかという同地が あ

とにひとつ残るのではないだろうか。

中島 ‘ニューズウィーク． の問\l日を日本でもずいぶん取

り上げていますね。 香i{�では111;if:.の持れあたりからこんな

ニュースが；1;i:れていましてね。 そこでちょっとt'{IUJなので

すが これが ・滋法l'，＂：奈． であるとか ＇Ii.七一工科紀2ぷ：J

であるとか それから23サあるいは26号・文耐えみたいに か

なリ附・3以内な文占によって裂やj・けられたものであれば や

はり大きな1:.:1凶だろうと思うのですが 先ほど他省文おは

はたして文引で雌認されたものかどうか そのへんちょっ

と疑問なのです。

矢島 これ私もわからないんです。何ら雌認する手がかり

を持っていないp だ がJJ1;_{1三米 香港の新聞あたりでは

さかんに毛がむkはrJ』的·11i主の不必邸にはいないんだということ

,... c. 。

中島 そうですね。税花 北京にいないことは4��です。

ただ今回 これもまた尖！必になるのですが 毛沢東が愛

人代を欠附したの これもそんなに大した元主l床はない。これ

で毛71＼�同のHr\11誌が火われたとは忠わない。 だいたいいまま

で 会人代はm 3WIもそうですし その前もそうですけれ

ども 毛沢米は何ら主裂な報告ii iiiiltllもしていませんし

名簿の中には北京市代表として出ている 党中央代表とし

て出ているのにすぎない。

店、の！必じではやはり毛沢京の老(lj(t化は テレビで凡た感

プレyデント 1975・ 4
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じでも争えないでsrね。 毛沢＊の三位(ljj)-化にl：ドう＇.，）£務的な行

政fil!ブJのfl\;-fは明らかなのですが そのことがJ.!IJ ＇（；制収
のカリスマ（1'.JHrli必の後illにつ ながるかというと 北京で！必

ずるかぎリまったくそうじゃないですね。 今凶の会人代で

も むしろ毛沢京のいないところで 毛沢米以後へのいく

つかの平交や危機感深刻なltf.，般の中で 当初iの団結を符

い合ったと思える：｜此況があります。

矢島 私は非常にな図的に欠席したと判断をするのです。

文革アレルギー

桑原 必は毛沢＊の欠j市よりも 金人代が何がゆえに総省・

会議をしたのか そのほうが爪鋭ではないかと，目、う。

もうひとつ い＝主ξEでのお，t，可をIHJいていて いま会’｜’lJilは

コLコi'p.

;-j、；のIJ；（対，4アレルギ一のようにね。

たとえばJ比外批.fL.iTul仰が1淀川するときに e均等・γ：校にirll

Mした ．人i己日報． の，記者が “また羽tH，�·.�l!fi\l止！のが！；.｛；まっ

ている そして 大学入学のいままでのどf:M•i.iit!段小心から

またiW1.t'J;j1111こなったということをllflいてがっかりしている。

そしてまたス ブートニクカリょがったのかということを彼ら

はむっている” というi氾・J•；を＇.l�＼，）ている。 ス ブートニクと

いうのは 人民公社のいちばん初めのぞ，M；がf:f.ihl公社で

メ；�Iii.ill:政策というものにむうこりごりだ。 一般のアレルギ

ー杭状を起こしている。

それはひとつは中山さんのいわれた社会の大i如氏です。

それがために�Jt林批干し辺到のが巡次修正され あるいは役付

.｛�tlJf；とされていったいちばん大きな社会（1＇.｝な背）；（ではないか

と，思う。 先ほど ．反i切断｛という言梨がぜんせ．ん出なくな

ったといわれたが 批林扱l!!tlから批林批干しに切り後えて

あの好きな ・W�l�l· という：虫；午がぜんぜんがiえ去った。 こ

ういったことはやはり批林批孔の挫折を；也．味する。 その後

·fl「せしめたいちばん大きなIJ；〔凶は 社会のとうとうたる1弱l

in乙である。 これはj'j定しなければならない。

しかしはたして rl-•Jみさんがし3われたように もうそれ

は取り返しのつかないIJ:J凶なのかどうか。 それに対する大

さな祇抗が 今j交のJぷ訟であったと思う。

つぎに しからばそれによって 毛沢米の死後に附いて

いた1'f'.1f.J＇（を断念したのかどうか。 これは間凶をつ かまえ

る大きなポイントではないかと思います。

�i lに '.•l!.i-M.ll'-iLからいって 凶家主l市をおかなくなっ

私は日本の

企業の進出をJ乙、カ3ら

歓迎します二
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y d
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す． す（＇t1.I.：拠品ι企業の.il!lll�. 'cg／んでいる、

il'ifl人1 I 3507jのエルベ下i似也械が、 同1i'Jに広

がっています．」じl枚、.J!!ll.); b 背後にJ唱えています．
Ill：峨な脇口)Jが則的できるiliJ品です． あなたの
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勉ぷりで． ヨーロツ，�でも指i1r ＇＞の•"jj·例)JI:..

作方衡からお＜ :iHiliされています． ヨーロッパ

で. �'tのぬい労働)Jをとお4・えなら． やはりハ
ンプJνpい、えるでしょう．伝統ある1'.1111，、ンザ
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た。 これは裂するに 独裁災仰の分裂化を:O＇；図したもので

ある。 これは毛沢以なさのちの：泣・主仰が｜ぷJUキにrlil家主l.'1.；を

釘2番目に..，.：を党主席が統l�＜！ずる これは後継：rjを決める

ポイントになると思うのですが その場合は 同H与にこの

党三三郎がjJ（怖をも似るというJI；’ii�·に大きな似illI：糸（1）：を後継

者に与えている。

約3孫自には これは毛沢東の提案によって規定に入れ

たと断っておりますが 製するにストライキ怖をl.j.える。

これは もし文革路線からはずれるとストライキ4伝を発動

する。 裂するに造反有司！ですね。 もうひとつは選挙fill］皮の

パ ターンづけです。 これは協尚 話し合い。 その協商過伎

ですべて火；の有利なような ひとつの党の指持怖を限って

い る派lこ有利になるように倣ほ的にj1J:挙制度パターンが形

成される。

?.li4番目に 会凶人民代炎火会代議Hの社会制成ですが

圧倒的多数はやはり労政兵代表と どっちかいうと文革左

派の基悠に有利なようなひとつの代表選出 これはこれか

うのひとつの政治体のパターンの紡図ではないか。 これは

ill�：悦しなければいけない。

こういうふうに二民 三慌に今回の人民代表大会は 毛

iKikなさのちをurrn告の；以叫にしている それにこたえるよ

うに 巡法によってこういうふうな規定づけを行っている。

毛沢米の附いている自己の紀後のill：体に刈する1'f'.lj:j'fは

f.λJ幼にここで追求ミされていると私ははるのです。

では そのγ）－'.lj：』・4とはいったい何なのか ということが

llJJ凶になってくるのです。これは いろんな，論文から'i'fifり

出すのにそうも・労はしないと思う。

矢島 党によって一元化され .＼1/HllJ政治的体制がIll米上が

った巡法が 本当に!)iiiむされるかどうか＞Jlj問削として い

ままでのJぷ法ではチェックがはいっていましたね。 ところ

が 今皮チェック裂ll-:1が全部抜けているということ広なり

ますと 文字どおりの川州政治ですね。 そういう体制が

少なくとも滋法を説むかぎりにおいては硲立したというよ

うに 3弘は中l附g［するのです。

桑原 裂するにi/3.it�といっても 向こうではアクセサリー

だと言えばそれっきりですが。

‘脱イデオロギー・脱政治’

中島 毛沢米自身が 桜本的対応だといっているのですか

ら そういうものなのですが。 いままでの説J命の中で私の

ほうからちょっと質問なのですが ご指摘のように 毛沢

152特集：中図的以動

京柏村1というものはまさに巡i去の’I•にはいっている。 まさ

にそのとおりなのですが だとすれば なぜ今回 J財材比

Jし泌助の挫折があり そして国務院人�1·�を見るかぎり い

ろいろの凡打があり 似れ柿を文革派と凡ていいかどうか

私ちょっと悦)HJなんですが むしろそういう尖務能力のあ

るものが なぜ出てこなければいけなかったのか。 そして

なぜbi.i初出Lという言裁が消えたのか そして 反i似liJI�とと

むにII／.＇，えられていた以似怖ということが あれほど以吹さ

れたにもかかわらずー…・先ほどご指摘があったように今回

却の.. ，，に｛副知派が�l"'ii＼•に多いのか。 それから国務院の副総

�I＼クラス・・・・・・。

矢島 附j参J県民なんかみんなそうですね。

中島 文革派のときに�tt11•リされたifil中が非常に多い。 です

から こういうことを凡ますと やはりその疑問がどうも

まだとけない。 もしも それほど文革派といわれるものが

制強いならば こうまでならなかったんじゃないか。 です

から どうも必はポイント・ オブ・ ノーリターンと取し上

げたんですが それに対してそういう抵抗がつねにこれか

らまだいろいろあると思うのです。 抵抗はあるけれども

結局その流れに逆らえなかったのじゃないか。

中凶での;Ji！必を考えますと 先ほどいったいわば民衆の

中におけるj悦イデオロギー 脱政治 これははっきりして

いる。 政治郎ーなんて拡阻公はまったくない。IJil務院もIll誌

がめればトランプやっていますし ぜんせ．ん己主！：＇.＇.＇／してませ

んね。 それと一方・ 人民大会や中南出を�1·心にして もの

すごい政治怖1Jの世界がある。 こういう断絶ですね。 この

断絶がまさに今回の 先ほど百・いました党の一元化 笑務

iJIX'l"\fr.fが どうしても出てこざるをえないということの反

映として現れていると店、う。 しかも 特派民の人たちは教

えてくれないのですけれども いまの北京では そういう

脱イデオロギー的な社会の・ぷ凶抗と同時に 政治の術力の

中枢で何が起こっているかわからない。

先ほど槌秘にしたのはなせ．かといいますが 私は意外に

わかるような%がレます。オ＇*111三＜M牛が起こったのは数年jj可

ですから 代炎だって明らかに地下道をj泊って行く以外に

ない。 私も.f)l}J,'；にいまして これ もう地下道以外にない

ということを純白したんです。 地下道はものすごく艶怖さ

れている。 しかもいまの中国は たとえば北海公l必は完全

に立ち入り抗JIニです。 故宮の誕の長山公凶 あそこは景色

がとてもよく 私 的に行ったときは文革でだめだったの

で 今回はあそこから見てやろうと思いましたら 全部立
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ち入り抗.1L:です。ニlじif1f.のWJにかかる情なんかも欽棚があり

主主して 稲ι兵が30メートルおきぐらいtこ立っていて 1メ

ートル以内に初iに近好ることができない。 なぜかというと

まさにrj I市if1j：が近いですからね J;t山に絞れば全nil比える

から。 北il1j：の怖からiNJ1cf.-伝わって＂’JWl•f.にいけます。 そう

いう社会が存在しているので そのへんがどうもf出丘の日

本の級辺などによって ぜんぜん伝えられないが�ilt:＇こ 必

がゴ！γi；＼·に拡大される。 これはいまの'I•凶にとっては まさ

に当然のことが当然に起こっていることというふうなれが

いたします。

歴史は繰り返すか

矢島 中国が成立してから25-11三の朕史を凡ていますと つ

まり必裂が起こったときに必叫なようになり またそれか

ら締めつけがあり それからまた それが続出的i�11iとか

ilil又とか 社会的大衆：のrj·•にいろんなill]J.'iiが，包こってくる

と そいつを絞める。 締めたり絞めたりの今成も ひとつ

の￥xi出Tごと，也、う。

ですから 196 91H J-Jの九金大会以後 文"lc1＇＇からの立ち

出りのために絞めて 犯他派路k��にして 天然災苔なども

ありましたけれども よじ4史的 1::1かれたl止界をもっていた。

そして今皮73iF-の十金大会のあと 今l主文11＇·：派が締めつけ

をやった。 その結ぶ：が経済的にもだめだった 店、恕上もだ

めだったということになり 批林批孔のl!I�折があって も

ういちど続出は必、必だということになった。 今年の元主主

千上IJlや新jぷ法にもあるように 国防 fi同と 法他;m；業 こ
ういうところで 経済而の絞めをやっていく。

じゃ このまま尖務派路線で続くかというと いずれま

た文事的締めつけのH寺JUIはくるのじゃないかと思う。 そう

いう廃史のくり返しなんですね。 今j交の会人代も それの ・

パターンのひとつと考えたい。 しかも その•＝！＝’でーれして

流れているのは 毛tJDli路線｛凶i'l,

中島 くり返しという点では ちょっとl必じが辿うのです。

これまではたしかに，！良少と：.；•.ill；の往似術以です。 しかし

それにしては文革はあまりにも大さな後j立仰を伐してしま

った。 同ll�J'・に それが,t.f;J彪�JHi1：・批』村Jt.fしにつながってき

て・－…・司’l主lの抑Jili�の11111からすれば ．もう.jlj.LJ'·.. ··· という

気持は強いんじゃないか。

ですから往復術開の術助はあるけれど 毛i)(!k以後の中

国は 以後への不安が大きい故に -H（のH白黙のJ比民力

これが今回の体Hillを生み その説集力が同H寺に凶内防iだけ

154・ 持純：中旬白磁動

でなくて 刈外的なf(ii これから中凶にいろんなものがは

いってきます その外圧にいかに耐えるか いまの中国社

会と外の世界とはまったく迫う世界だから そういう世界

を今後 交存していかなければいけないという やはり大

きな危機感がこういう休日；1他生み出したのではないかとい

う討がする。

後継者は張春橋

�I京 そうですね。 その：ω味じゃ·j'j·�するのですが 裂す

るに収不正の休(illjは 批林批孔の挫折はひとつの社会的な流

れですね。 それを？刊誌にして生み出されたものである。 そ

れに介Iして＇1i'lf!t：粂filニをなしているのは J/[r.法の宇』’t争11でしよ

う。 つまり：必法は文了1＇•：昔氏路t』｛ そこに出てきた人司Eは I. 胤
文... 

をなすか。

ただここでねたち考えなければいけないのは 文革派と

いうものの干f-伐です。 これがはたして巻き返し またもう

ひとつのiMifi�をつくりだしていくだけの力があるのか そ

のIII］民!:iを検討しなければいけない。 たとえば 悩悲柿がは

たして文／1'•:i)氏かどうか と同H与に卸小平が笑他派かどうか

という疑問が出てくる。 手，，’1；＼·にこんがらがっている。 した

がって 文革派のよい点と弱点；を検討しなければならない。

その羽点は江行というあの女が中心になっているというこ

と これがもう致命的な欠陥だと思う。

�） 2 lfr:l Iは このII制℃のi�＇llili�＇こうまく問]J.必しうるキャリア

がいな いこと。 これがもうひとつの欠陥です。 ただひとつ

文11＂：・派のi延れた点 は やはり毛iJ�t思恕およびその路線の

正統制:fjf（者になっている。 この点は 中国にとってはやは

り大きいと思う。

中島 その場合 たとえば悩瀞怖を砲他派と表現しました

が やはり文革派に入れたいのは 上海における共同作業・

をやった文革派の団結 その良し悲しは別にして その団

�；＇{tj:考ーえておかなければいけない。

桑原 誕でイニシアチプを慮っているのは 5長谷俄だと思

います。 そのひとつのキメテは 文部派に所属しながら

そうとうな政治家であることもさることながら 毛沢東の

fjlj始した人民公社制皮 �I説付.reが創始した革命委只会が

毛沢東とj日を並べて慾法規定にのせられるということ。 こ

れは日以者怖が中国共産党の歴史に 方ミ朽の足跡をひとつ残

したな味をもっ。 これは大きな存在になっている。

同時に 部法改正報告を行い あるいは沼の中に彩ぷ没治
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Pillをおいたことから 陰のイニシアチブは�lh''f:t.!f,がめ！って

いるようなれがする。 もちろん-flQ:(1（＿｝に言われるように

会jl小平はずl・中l iの後任になるかもしれない。 しかし 党主If/,'

の後任には いった� 'JfUJ＇なるんだというと ワン ・ ステ

ップおいてかもしれませんけれと’も やはり必殺怖にかけ

たいような！必じがします。

中島 '.II�イ対応はたしかに文•＇1＇，ゆえだと店、いますし 上iii�（！）ili 

助家としてもそうですし そもそも”I·金大会で •JJ�.（）＇.：怖が

いわば大会総，•：：U:という役訓を味・たして _I�供文に泌った

のは '.IU:f刈常がいわばあの小でいちばん尖力者であるが故

に 十全大会という時点では 磁存怖を去に出すことの札

幌を巧・えたんだろうと思う。 夜、もそのH寺分から T.iJt文

はアテ.＇.！主であるというふうに巧えていました。 それか

・ ら王供文の十金大会の党総約鰍告と 今回の）/[r.法改正純i告

と くらべてみますと やはり仮谷怖のほうが泊災ですね。

た だ 彼が文革派として存犯したのはまさに巡反の時代

それから：｛＼財ltlのi時代です。 そういう彼が いわばHti1Jの•I•

有正にのし上がってくると そういう盟十兆；II制勺のビヘイビア

だ けではすまされなくなる。 そのことが今日の眼科怖を

あ のようなものにあらしめているというような気がするの

で す．

かつて到l/j司Zがそうでしたね。 おそらくいま {;JI小平の

かつての総，l}J己的な1�川を'.llU＼＇.：柿カ'l!Jtっている。そうする

と 似辺)'.:1,!i;はそのへんかなりl�li\広い行：filrl'!l：によって 当ffli

は11！司名ーのあいだの；以以4花をし 必ずしも文；＇（＼ilf.:. あるいは尖

務派というレッテルは必裂でないような人物にクローズア

ップされてくる。 �IJ;t先生のおっしゃったようにポスト ・

マオのあとを占める可能性も出てくると思うのですが・・・・・・。

桑原つぎのつぎですね 日本のはやり包泌でいえば。

文革派と官僚・実務派

矢島 ただ いま小Jみさんからのご党三のように 政治を

するひとつの宮廷的な場と 大？＇／.ととの場・が.iT�脱すればする

ほ ど 文革派に布利になってくる。これ占lIt交じゃご百いま

せ んので どちらがj捗った 勝たはいのIHJ凶よりも 大衆

が遊離してきまして あるひとつのmiられた特定の場で

{tel力の移lfr)Jが行われるということになりますと むしろそ

こ ではあるJE当性告もつ。;J.f務的なilf..:I倒をj吊，.�米派といい

ま すが 派なんてのはないですわね。しかし あんがい大

衆 の中に泡・中. "'j'j-というオルグを文革派はいっぱいもっ

て いるのですよ。 そういうようなものが夫:1�を誘押してい

156 I�泉：中国田諒勧

く ような1)1i•jへもっていく。.iTi;郎長ずればするほど そうい

う芯；味において文11'i.派的なものが 将来 力をもってくる

.n· n：を 毛川取は十分に立てているのではないか。

中島 いまのごJ行摘 おそらくそうかもしれませんが ど

うも犯は 逆にやはりそういうふうなJ陥！�.が進めば進むほ

ど どうしても往w災務をもっているものの力は非常に

強くなる． 収ど1：の中国は文；＇j'i.によって官fr,i行本H�lの凶でない

なんてのは まったく大まちがいでして ひとつのことを

巡ぷにしたって 全部官僚ですわね。 事態が平mベじすれば

するほど官僚}(1のj平い壁が出てくる。

矢島 だから脱イデオローグであることにおいては 文革

派もあるな味において 脱イデオローグだと忠、うんですよ。

ただ川凶は もう脱イデオローグの！日i凶ではなくして ど

っちがポスト ・ マオにおいて笑怖を保るかという 一組の

派閥の次元にもうなってきたと，思うのです。

だから 大衆とは�！1.F,J刈係にこのflll凶は処足I!.できるので

イデオローグのH:J凶で大衆をコントロールするという段階

は過ぎたから 脱文革だと思うのです。 だから文部派とい

う？＇o1iliそのものが はたして彼らにとってはありがた迷惑

じゃないだろうかというようにも！ぷじます。

桑原 人民代ぷ大会で 日本のジャーナリズムのj日活を使

えば 1；•；］息長｜主体ilillは定消化したというふうな捉え力が比般

的多いのですが これと縦続革命のJ命忠とがぜんぜん迫っ

てくるわけでして もし'..ii消化論をいうなら 継t,,'[l(\(,))-J命

はそのl攻怖の定lr化の否定の諭疋l＼になるので ここでも非

常に大さタ九i·J1'1ーがあります。

そのつぎに只．体的な問凶でいちばん疑問jを感ずるのは

人民代ー表大会を終わったのちの諭糸操作でいちばん出てく

るのは 新政治物をどのように；削附するのか 文化革命に

生まれた新政治物をどのように百科tUiするのか。 これは人民

代以人；会で攻：虫Eされたように あくまで行て発泌させなけ

ればならない ということがしきりに言われる。いまの社

会的な大きなひとつの流れにマッチしうるように 新政治

物を行てることがうまくできるかどうかは 大きな川凶で

ある。

したがって 総括的に言えますことは 今回の人民投℃表

大会は ひとつのプロセスである。 やはり 波乱含みの状

態を叫したままのひとつのセレモニー的なものが多かった

のじゃないか こういうふうに考えます。 問題を将米に践

したと店、います。

‘唱司

プレジデント 1975・ ‘


